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1. 平成30年3月期第1四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 867 6.5 27 ― 28 ― 17 ―

29年3月期第1四半期 814 8.2 △11 ― △8 ― △15 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 1.58 ―

29年3月期第1四半期 △1.38 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 3,043 2,015 66.2

29年3月期 3,086 2,020 65.5

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 2,015百万円 29年3月期 2,020百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 2.00 2.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,736 7.1 3 ― 6 ― 0 ― 0.00

通期 3,574 7.8 63 ― 70 218.2 38 ― 3.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実
効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 11,368,541 株 29年3月期 11,368,541 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 432,533 株 29年3月期 432,533 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 10,936,008 株 29年3月期1Q 10,936,008 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信(添付資料)３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府・日銀による経済政策や金融政策により、設備投資や企業

収益の緩やかな拡大が継続しているものの、個人消費は依然として低調に推移しております。

このような状況のもと、当社は事業拡大と黒字化の両立を当事業年度の至上命題と位置付けており、急速に変化す

る市場環境に適合すべく、成長のための体制づくりとマネジメント力の強化を積極的にすすめるとともに、収益の改

善に努めてまいりました。

また前事業年度に引続き、売場の強化、買取強化、ネット事業の拡大、店舗の生産性向上、人材マネジメントの確

立、及び新規出店等による企業成長を目指しております。

具体的な営業政策面では、取扱ジャンルの拡大、店頭での積極的な買取に加えてネット買取強化等、仕入経路を強

化拡大し、良品在庫の増大に努めてまいりました。また、適宜の売価変更と売場への継続的な商品供給を行い商品鮮

度を維持するとともに、お客様目線の売場づくりを進め、お客様の購買意欲を高め、売上高の増加と売上総利益額の

向上に努めてまいりました。更に生産性向上施策による効率化、低コスト化により、営業利益額・率の向上を目指し

ました。

店舗政策面では、当第１四半期累計期間におきましては、前事業年度末と同じく19事業所44店舗となっております。

新店舗の開店はありませんでしたが、ネットによる買取・販売強化と良品在庫の拡大のための拠点として横浜市瀬谷

区に物流倉庫を開設いたしました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は、前年同四半期と比べ53百万円（6.5％）増収の８億67百万円となり

ました。これは既存店の売上が前年同四半期と比べ10百万円(1.4%)減収の７億58百万円となりましたが、開閉店の売

上は、新店の寄与により63百万円(139.0%)増収の１億９百万円となり全店では増収となったものです。

商品カテゴリー別の売上高では、ネット販売の売上増と新店の寄与により電化製品等が前年同四半期と比べ12百万

円（7.5%）増収の１億80百万円、服飾等が34百万円(10.9%)増収の３億46百万円、その他が13百万円(14.7%)増収の１

億３百万円となりました。一方、パッケージメディア(本・CD/DVD・ゲーム)は既存店の落込みにより６百万円(2.8%)

減収の２億36百万円となりました。

売上総利益は、既存店は売上減少により、前年同四半期と比べ６百万円（1.3％）減益の５億３百万円となりまし

た。開閉店は新店の売上高が増加したため、前年同四半期と比べ34百万円（106.1％）増益の67百万円となりました。

その結果、全社で28百万円(5.2%)増益の５億70百万円となりました。一方売上総利益率は65.8%と前年同四半期と比べ

0.8ポイント減少いたしました。

商品カテゴリー別の売上総利益は、電化製品等が前年同四半期と比べ10百万円（9.4％）増益の１億16百万円、服飾

等が10百万円（5.0％）増益の２億20百万円、パッケージメディアが２百万円（1.5％）減益の１億54百万円、その他

が10百万円（14.9％）増益の79百万円となりました。

販売費及び一般管理費においては、生産性向上による人件費の減少等により既存店で前年同四半期と比べ56百万円

(10.8%)減少の４億65百万円、店舗数の増加に伴う人件費、地代家賃の増加の結果、開閉店で46百万円(148.1%)増加の

77百万円、全社合計で10百万円（1.9％）減少の５億42百万円となりました。

上記の結果、既存店は前年同四半期と比べ50百万円(前年同四半期は12百万円の営業損失)増益の営業利益37百万円、

開閉店では11百万円減益の営業損失９百万円となり、全社では38百万円増益の営業利益27百万円となりました。経常

損益は前年同四半期と比べ37百万円増益の経常利益28百万円となりました。

四半期純損益は税金費用の８百万円増加、前期投資有価証券売却損４百万円等があったため、前年同四半期と比べ

32百万円増益の四半期純利益17百万円となりました。

なお、平成28年3月以前より同一業態で営業中の事業所を既存店、その他事業所を開閉店としております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて12百万円減少し、16億40百万円となりました。これは主に現金及び預金が31百

万円、売掛金が５百万円減少し、商品が22百万円増加したこと等によります。

固定資産は、前事業年度末に比べて29百万円減少し、14億３百万円となりました。これは有形固定資産が20百万円、

無形固定資産が２百万円、敷金保証金が４百万円減少したこと等によります。

この結果、総資産は前事業年度末に比べ42百万円減少し、30億43百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて７百万円減少し、３億69百万円となりました。これは主に、買掛金が１百万円、

１年内返済予定長期借入金が５百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前事業年度末に比べて30百万円減少し、６億58百万円となりました。これは主に、長期借入金が29百

万円減少したこと等によります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ37百万円減少し、10億27百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べ４百万円減少し、20億15百万円となりました。これは主に、資本剰余金が21百

万円減少し、利益剰余金が17百万円増加したこと等によります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年5月12日付の「平成29年３月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)」にて発表いた

しました通期の業績予想から変更はありません。

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は、今後様々

な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 905,979 874,028

売掛金 55,818 49,840

商品 567,849 589,892

その他 123,138 126,281

流動資産合計 1,652,786 1,640,043

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 296,660 285,539

土地 382,457 382,457

その他（純額） 148,039 138,455

有形固定資産合計 827,157 806,451

無形固定資産 43,428 40,765

投資その他の資産

投資有価証券 5,384 5,277

敷金及び保証金 532,491 527,900

その他 24,926 23,402

投資その他の資産合計 562,802 556,581

固定資産合計 1,433,388 1,403,799

資産合計 3,086,174 3,043,842

負債の部

流動負債

買掛金 16,808 14,858

1年内返済予定の長期借入金 126,760 121,405

未払法人税等 18,878 16,208

賞与引当金 11,500 11,000

その他 202,808 205,613

流動負債合計 376,755 369,086

固定負債

長期借入金 564,530 534,640

退職給付引当金 21,170 21,995

その他 103,312 102,186

固定負債合計 689,012 658,822

負債合計 1,065,768 1,027,908

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 1,681,733 1,659,861

利益剰余金 △7,280 10,026

自己株式 △57,526 △57,526

株主資本合計 2,116,926 2,112,361

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △794 △701

土地再評価差額金 △95,726 △95,726

評価・換算差額等合計 △96,520 △96,427

純資産合計 2,020,405 2,015,934

負債純資産合計 3,086,174 3,043,842
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 814,524 867,701

売上原価 272,074 296,870

売上総利益 542,450 570,831

販売費及び一般管理費 553,569 542,996

営業利益又は営業損失（△） △11,119 27,835

営業外収益

受取利息 823 714

受取配当金 527 53

受取手数料 2,275 1,559

雑収入 1,126 1,024

営業外収益合計 4,753 3,352

営業外費用

支払利息 732 1,438

雑損失 1,257 1,094

その他 77 40

営業外費用合計 2,067 2,572

経常利益又は経常損失（△） △8,433 28,614

特別利益

固定資産売却益 754 -

保険差益 - 33

特別利益合計 754 33

特別損失

固定資産除売却損 695 -

投資有価証券売却損 4,432 -

投資有価証券評価損 - 191

特別損失合計 5,127 191

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △12,806 28,456

法人税等 2,316 11,149

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,123 17,306
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

（修正再表示）

　該当事項はありません。
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３．その他

（１）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。

（２）仕入及び販売の状況

１．商品仕入実績

当第１四半期累計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

事業 品目 金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

リユース事業

電化製品等 74,824 23.5 103.4

服飾等 134,123 42.1 93.3

パッケージメディア 84,744 26.5 93.6

その他 25,219 7.9 98.1

合計 318,912 100.0 95.9

(注) １ 金額は仕入価格によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３ パッケージメディアは本、CD/DVD、ゲーム全般から構成されております。

　

２．販売実績

当第１四半期累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

事業 品目 金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

リユース事業

電化製品等 180,868 20.8 107.5

服飾等 346,731 40.0 110.9

パッケージメディア 236,469 27.3 97.2

その他 103,632 11.9 114.7

合計 867,701 100.0 106.5

(注) １ 金額は販売価格によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３ パッケージメディアは本、CD/DVD、ゲーム全般から構成されております。
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